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１．長野県駅（仮称）の工事進捗状況について

２．土曽川橋りょうへのトンネル発生土の活用について
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説明内容配布資料１
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工事概要

● 五郎田橋

● 北条遊園地

竜西一貫水路付替え

長野県駅工区

3※今後の設計・協議等の進捗により変更になる場合があります。

先行着手工事
新戸川付替え

・高架橋・土構造物については、計画が具体化した後、ご説明いたします。

： 鉄道用地境界
（凡例）

： 計画道路 ： 計画河川・水路

： 既存河川・水路： 既存道路 ： 先行着手工事
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断面図

竜西一貫水路付替え

平面図

※今後の設計・協議等の進捗により変更になる場合があります。

N

維持管理用
スペース

マンホール

本線

〈名古屋方〉 〈品川方〉

仮切回し
サイフォン区間

沈砂池

リニア本線
約２０m沈砂池Box

約13ｍ

サイフォン区間：約33ｍ

A-A断面

配布資料３



竜西一貫水路 現地状況
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配布資料４

仮切回し水路

マンホール（新設）
沈砂池・マンホール（新設）

長野県駅予定地周辺

〈名古屋方〉

〈品川方〉

中央新幹線本線ルート

既設水路 ②

①

令和6年1月末時点

③



竜西一貫水路 現地状況
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配布資料５

①仮切回し水路設置 ②既設水路撤去

③鋼矢板打設
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品川方→←名古屋方

断面図

平面図

土曽川橋りょう

※今後の設計・協議等の進捗により変更になる場合があります。
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土曽川橋りょう（Ｐ１） 現地状況
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配布資料７

一次盤下げ掘削完了・刃口据え付け準備状況 令和6年2月時点



基礎の施工ステップ 土曽川橋りょう（Ｐ１）
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（１）鋼矢板打設 （２）一次盤下げ・刃口据付け

鋼矢板 刃口

（３）側壁・隔壁構築

（４）掘削・自重沈下 （５）中詰め・掘削・沈下 （６）頂版打設

沈下

沈下

投入

締固め

中詰材

配布資料８

作業完了



土曽川橋りょう基礎へのトンネル発生土の活用

（５）中詰め・掘削・沈下

沈下

投入

締固め

中詰材

配布資料９

中詰材として、トンネル発生土
を厚いコンクリートで封じ込めて

活用することを考えています

基礎底版の鉄筋配置状況（他工区事例）

基礎施工状況（他工区事例）

中詰材が入る箇所
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トンネル発生土の概要
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山岳トンネルでは、機械や火薬を用いて山を掘削していきます
＝ トンネル発生土は、「山（岩盤）の破片」を指します

掘削の様子

火薬を入れる穴を
空けている

トンネル発生土（粘板岩） トンネル発生土（マイロナイト）

配布資料１０



トンネル発生土の概要
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岩盤は様々な成分によってできていますが、その中には、
「自然由来の重金属等」や「酸性化の原因となる鉱物」が含まれることもあります

カドミウム、六価クロム、水銀、セレン、鉛、ヒ素、ふっ素、ほう素が該当します

自然由来の重金属等

酸性化の原因となる鉱物

黄鉄鉱などがあり、空気と水に触れることで酸性化する場合があります

・ 基準値を超え、活用に当たって環境安全性を確保するための対策を施すものを

『対策土』と呼んでいます

・ 今回、中詰材として、『対策土』を厚いコンクリートで封じ込める方法で活用したい
と考えております

配布資料１１



自然界に存在するものであり、地殻や食品、温泉水等にも含まれているものです
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（例） ヒ素濃度が高い温泉

ヒ素濃度（mg／L）

『対策土』判定基準値（溶出量） ≦0.01

岡山県奥津温泉 2.8

北海道北湯沢温泉 1.8

北海道定山渓温泉 3.0

１）

自然由来の重金属

（例） 「ひじき」にはヒ素やほう素が含まれています

ヒ素 ほう素

一般的な濃度（mg／kg） （※） 110 110

（※） 乾燥時の濃度

１）

配布資料１２

１）建設工事における自然由来重金属等含有岩石・土壌への対応マニュアル（2023年版）より引用



• 基準値は、「その濃度の水を、体重５０ｋｇの人が７０年間にわたり、１日２Ｌ飲
用し続けたとしても影響がない濃度」として設定されているため、基準値を超え
ているからといって、一切摂取してはならないものではありません
（水道水質基準と同様）

• 現在発生している対策土は、濃度が基準値の１～３倍程度です
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自然由来の重金属の基準値配布資料１３

「土壌汚染対策法」にて定められた基準値を活用しています

種別
土壌溶出量基準値

（mg／L）

カドミウム ≦0.003

六価クロム ≦0.05

水銀 ≦0.0005

セレン ≦0.01

鉛 ≦0.01

ヒ素 ≦0.01

ふっ素 ≦0.8

ほう素 ≦1



「一般国道１５８号 奈川渡改良」の事例

（国土交通省ＨＰより抜粋）
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道路盛土やサービスエリア造成等への活用事例があります

自然由来の重金属等が含まれた発生土の他事業での事例配布資料１４



今回の活用方
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• 基礎の各部材は、厚さ1.5ｍ以上であり、水密性が十分確保できるコンクリート部材で
構成されており、自然由来の重金属が溶出する懸念はないものと考えています

• 本活用方については、有識者の方々へもご説明し、安全性を確認しています

• 地下水等の汚染による周辺への深刻な影響を万が一にも起こさないために、地下水
や河川の水質等の調査も行います

配布資料１５

1.5ｍ

3.1m

1.5ｍ

3.1m

土曽川橋りょう（P１） 平面図 土曽川橋りょう 断面イメージ図

※P２、P３も側壁のコンクリート厚さ、中詰材（線路平行
方向）は同じです。

品川方名古屋方 P1・P２：3.2ｍ、P３：3.0m

2.5m

1.5m

対 策 土 （中詰材）

P1：3.2m
P2：2.2m
P3：3.5m

9.0ｍ

中詰材
（線路直角方向）

P1：24.9m
P2：29.1m
P3：39.3m

中詰材高さ
P1：5.3m
P2：8.8m
P3：9.0m
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有識者への確認配布資料１６

• 嘉門 雅史 京都大学名誉教授 を委員長とする検討会において発生土の

対応に詳しい先生方に議論いただいております。

〇有識者への確認

〇主な意見

• 厚い鉄筋コンクリート構造物に対策土を格納する形で封じ込めるこの活用案

については、適切な設計・施工により構造物の健全性を確保するほか、将来

の万が一に備えて、例えば遮水シート貼り付けによる防水措置を考慮する

ことで、重金属等の滲出の問題はないと考えられる。

• 施工前の水質を把握した上で、施工後の水質調査も適切に実施すること。
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安全対策（地下水調査の実施）配布資料１７

用地境界
観測井（予定地）
※現地状況等により、観測井の位置変更や調査箇所の追加の可能性があります

Ｐ
１

Ｐ
２

Ｐ
３名古屋方 品川方

地下水流向（想定）を考慮の上、橋りょうを挟みこむ形で観測井を設置し、
施工完了後も含め、継続的に地下水調査を行います



※令和元～４年度における「環境調査の結果等について【長野県】（東海旅客鉄道株式会社） 」に記載の資料を元に図を作成しております

大鹿村における発生土仮置き場周辺の地下水調査結果配布資料１８

小渋川非常口

E-1

地下水

E-2

地下水

発生土
仮置き場

「ヒ素」の基準値を超過した発生土の仮置き後、地下水におけるヒ素の濃度は
基準値の1/10以下で推移しており、仮置き前後での変化は確認されていません。

▽仮置き開始時期（R2.10）
土壌溶出量基準値（ヒ素）

※ 着色部は：0.001mg/L未満
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運搬はダンプにて行い、荷台には防塵シート敷設して、飛散防止対策を徹底します。

中詰材（発生土）の運搬方法

防塵シート敷設状況

配布資料１９

防塵シート敷設作業状況
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中詰材（発生土）の投入方法

平面図 （※）ヤード内の配置は変更する可能性があります

断面図

クレーン

アスカーブ

アスファルト舗装

貯水設備

アスファルト舗装
（浸透防止）

アスカーブ
（雨水流出入防止）

貯水設備
(ノッチタンク)

・中詰材の取卸し場所は、アス
ファルト舗装やアスカーブを設置
し、雨水の流入出防止や地下へ
の浸透防止を行います。

P1橋脚
鋼矢板
施工ヤード
ケーソン設備
濁水処理設備
沈砂池
中詰材取卸し場
観測井

・取卸し場所から、クレーンで
吊って、中詰材を投入します。

配布資料２０

アスカーブ

※雨天・降雪が確認された時点で発生土運搬車両の出発を中止します。
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中詰材（発生土）取卸し場所の排水処理

取卸し場所に溜まった水は、水質検査を実施の上、適切に処理します。

集水・貯留
自然由来の

重金属等の濃度試験

⇒排水基準以下か？

pH及び浮遊物質量の試験

沈砂池を通して
公共用水域に放流

中和処理ののち
沈砂池を通して

公共用水域に放流

産業廃棄物として
処分

はい

いいえ

はい

いいえ

⇒排水基準以下か？

他工区における発生土仮置き場の
浸潤水の集水・貯留状況

タンク

配布資料２１



土曽川橋りょうの今後の計画について
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右岸

左岸 N

P1

P3
P2

時期

場所

令和5年度 令和6年度

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9～

P1

準備工
一次盤下げ・刃口据付け・底版＋側壁打設

掘削・中詰・沈設

中詰材投入開始▲※P２、P３については、令和７年度以降に投入を考えています。

配布資料２２


